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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極と負極との間に分離膜が介在している構造の電極アセンブリが電極アセンブリの収
納部に装着されており、収納部の外周辺に熱融着によるシーリング部が形成されている板
状型の電池セルであって、
　前記シーリング部のうち電極端子の位置するシーリング部に隣接した側辺シーリング部
は、電池ケースの収納部側に折曲げられた状態で収納部の外面に密着しており、
　前記側辺シーリング部の表面または収納部と折曲げられた側辺シーリング部との間の余
剰空間には、熱的変化に対応して相転移するＰＣＭ（ｐｈａｓｅ　ｃｈａｎｇｅ　ｍａｔ
ｅｒｉａｌ）が付加されており、
　前記側辺シーリング部は、収納部の外面に密着するようにシーリング部の一部が折曲げ
られた少なくとも１つの折曲部を含んでおり、
　前記側辺シーリング部それぞれは、板状型電池セルの両面のうち一面が地面に平行な状
態で、収納部に隣接した部位で垂直上向き折曲げられた第１折曲部と、前記第１折曲部に
対向する部位で垂直下向き折曲げられた第２折曲部とを含んでおり、側辺シーリング部の
外周端部が折曲げられた側辺シーリング部と収納部との間に位置する二重折曲構造を有し
、
　前記二重折曲構造によって、側辺シーリング部には折曲余剰空間が形成されており、前
記折曲余剰空間に対応する大きさのＰＣＭ部材が折曲余剰空間に挿入されていることを特
徴とする電池セル。
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【請求項２】
　前記二重折曲構造は、側辺シーリング部の収納部から離隔している外周端部部位を収納
部側に折曲げて第２折曲部を形成した後、側辺シーリング部の収納部に隣接した部位を上
向き折曲げて第１折曲部を形成することによって達成されることを特徴とする請求項１に
記載の電池セル。
【請求項３】
　正極と負極との間に分離膜が介在している構造の電極アセンブリが電極アセンブリの収
納部に装着されており、収納部の外周辺に熱融着によるシーリング部が形成されている板
状型の電池セルであって、
　前記シーリング部のうち電極端子の位置するシーリング部に隣接した側辺シーリング部
は、電池ケースの収納部側に折曲げられた状態で収納部の外面に密着しており、
　前記側辺シーリング部の表面または収納部と折曲げられた側辺シーリング部との間の余
剰空間には、熱的変化に対応して相転移するＰＣＭ（ｐｈａｓｅ　ｃｈａｎｇｅ　ｍａｔ
ｅｒｉａｌ）が付加されており、
　前記側辺シーリング部は、収納部の外面に密着するようにシーリング部の一部が折曲げ
られた少なくとも１つの折曲部を含んでおり、
　前記側辺シーリング部それぞれは、板状型電池セルの両面のうち一面が地面に平行な状
態で、収納部に隣接した部位で垂直上向き折曲げられた第１折曲部と、前記第１折曲部に
対向する部位で垂直下向き折曲げられた第２折曲部とを含んでおり、側辺シーリング部の
外周端部が折曲げられた側辺シーリング部と収納部との間に位置する二重折曲構造を有し
、
　前記第１折曲部と第２折曲部によって内側折曲面をなす側辺シーリング部の表面にＰＣ
Ｍがコーティングされていることを特徴とする電池セル。
【請求項４】
　前記ＰＣＭは、第１折曲部および第２折曲部の形成前に、側辺シーリング部の当該表面
にコーティングされることを特徴とする請求項３に記載の電池セル。
【請求項５】
　前記ＰＣＭは、内側折曲面中における第１折曲部および第２折曲部の折曲部位を除いた
部位で、側辺シーリング部の表面にコーティングされていることを特徴とする請求項３に
記載の電池セル。
【請求項６】
　前記ＰＣＭ部材は、接着剤または接着テープによって折曲余剰空間上に固定されている
ことを特徴とする請求項１に記載の電池セル。
【請求項７】
　前記折曲余剰空間またはＰＣＭ部材は、垂直断面上で三角形形状であることを特徴とす
る請求項１に記載の電池セル。
【請求項８】
　前記折曲余剰空間またはＰＣＭ部材は、横の長さが０．３ｍｍ～１．０ｍｍの範囲であ
り、縦の長さが０．５ｍｍ～１．５ｍｍの範囲であることを特徴とする請求項１に記載の
電池セル。
【請求項９】
　前記折曲余剰空間またはＰＣＭ部材は、横の長さが０．３ｍｍであり、縦の長さが１．
０ｍｍであることを特徴とする請求項８に記載の電池セル。
【請求項１０】
　前記ＰＣＭは、充電または放電する電池セルの収納部と熱接触して、電池セルから発生
する熱の少なくとも一部を吸収したり、またはＰＣＭに蓄積された熱の少なくとも一部を
電池セルに放出することを特徴とする請求項１または３に記載の電池セル。
【請求項１１】
　前記ＰＣＭは、有機物系ＰＣＭ、無機物系ＰＣＭ、およびパラフィン系ＰＣＭからなる
群より選択される１種以上であることを特徴とする請求項１または３に記載の電池セル。
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【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の電池セルを１つ以上含んでいることを特徴とす
る電池パック。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の電池パックを電源として用いることを特徴とするデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、相転移物質を含む電池セルに関する。
【０００２】
　本出願は、２０１６年５月３１日付の韓国特許出願第１０－２０１６－００６７４９２
号に基づく優先権の利益を主張し、当該韓国特許出願の文献に開示されたすべての内容は
本明細書の一部として含まれる。
【背景技術】
【０００３】
　ガソリン、軽油などの化石燃料を使用する車両の最も大きな問題点の一つは大気汚染を
誘発する点である。この問題点を解決するための方策として、車両の動力源を充放電可能
な二次電池で用いる技術が関心を集めている。したがって、バッテリだけで運行できる電
気自動車（ＥＶ）、バッテリと既存のエンジンを併用するハイブリッド電気自動車（ＨＥ
Ｖ）などが開発され、一部は商品化されている。ＥＶ、ＨＥＶなどの動力源としての二次
電池は、主にニッケル金属水素（Ｎｉ－ＭＨ）電池が主に用いられているが、最近はリチ
ウムイオン電池などの使用も試みられている。
【０００４】
　このような二次電池がＥＶ、ＨＥＶなどの動力源として用いられるためには高出力大容
量が要求されることから、このために、複数の小型二次電池（単位電池）を直列および／
または並列に連結して電池モジュールを形成し、当該電池モジュールを複数並列および／
または直列に連結して１つの中大型電池パックに形成して用いている。
【０００５】
　しかし、このような高出力大容量二次電池は、充放電過程で多量の熱を発生させる問題
点を抱えている。充放電過程で発生した単位電池の熱が効果的に除去されなければ、熱蓄
積が起こり、結果的に単位電池の劣化をもたらす。さらに、この過程で多様な原因によっ
て一部の単位電池が過熱する場合には、発火または爆発する可能性も存在する。したがっ
て、高出力大容量の中大型電池パックにおいて、冷却システムは必須である。
【０００６】
　中大型電池パックの冷却は、一般に、冷媒の流動による対流熱伝達で行われる。例えば
、空気などのような冷媒を、冷却ファンによって電池パックの単位電池の間または電池モ
ジュールの間に流動させる冷媒－流動冷却システムが用いられている。しかし、この方式
は、単位電池間の温度偏差が非常に大きな問題点を抱えている。
【０００７】
　これとは別途に、ＥＶ、ＨＥＶなどのような車両は、苛酷な条件で作動する状況によく
置かれるようになる。電池パックを構成する単位電池の最適な作動条件は多様な要因によ
って異なり得るが、一般に、特定の温度範囲で決定される。反面、車両は冬季には低温状
態で作動するので、電池パックを前記のような最適な作動温度範囲に調節する必要がある
。この場合、冷却システムの作動を停止させたり、システムに流入する冷媒（ｅ．ｇ．，
空気）の温度を上げることで冷却の代わりに昇温作動を行うこともできる。しかし、その
前に単位電池が非常に低い温度状態に置かれる場合には、電池の構成要素の損傷が誘発さ
れ、また、突然の昇温作動によって劣化が促進されることもある。
【０００８】
　このような問題点を解決するための試みとして、急激な温度上昇による電池の爆発危険
性を防止するために、難燃材を電池の構成要素の一部に含ませたり、一定の温度以上で電
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解質の硬化を誘発する方法などが開発された。しかし、これらの方法は、電池が異常な作
動状態になった時、爆発を防止できる方法として用いられるが、正常な作動状態で電池内
部の温度上昇を抑制する技術ではなく、さらに、電池が不可逆的な状態に変換されてそれ
以上使用できないという欠点がある。
【０００９】
　したがって、正常な作動状態における電池内部の温度上昇を抑制したり、少なくとも温
度上昇率を低下させることによって電池の寿命を延ばせ、また、急激な温度上昇を抑制す
ることによって電池の安全性をさらに向上させる技術に対する必要性が高い。
【００１０】
　一方、相変換（ｐｈａｓｅ　ｃｈａｎｇｅまたはｐｈａｓｅ　ｔｒａｎｓｆｅｒ）時、
高い潜熱を有する物質を特定の目的で使用する技術が知られている。例えば、高い潜熱を
有する物質を衣服、室内インテリアなどに適用して、外部の急激な温度変換にもかかわら
ず、緩やかな温度変化を誘導することによって、より安らかな環境を提供する技術が知ら
れている。
【００１１】
　また、そのような特性を電池に適用した技術も一部知られている。例えば、ＷＯ０３／
０６１０３２は、移植用医療器具において、電源としての電池の急激な温度上昇を抑制し
て人体への悪影響を防止するために、高い潜熱の物質が含まれているハウジングに電池を
入れた方式などが提案されている。しかし、この方式は、個別的な二次電池間の温度を効
果的に調節できない限界がある。
【００１２】
　したがって、このような多様な問題点を根本的に解決できる技術に対する必要性が高い
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、上記の従来技術の問題点と過去から要請されてきた技術的課題を解決するこ
とを目的とする。
【００１４】
　本出願の発明者らは、深い研究と多様な実験を繰り返した末に、後で説明するように、
電池セルにおいて、シーリング部の表面または収納部と折曲げられたシーリング部との間
の余剰空間に、熱的変化に対応して相転移するＰＣＭ（ｐｈａｓｅ　ｃｈａｎｇｅ　ｍａ
ｔｅｒｉａｌ）が付加される場合、デバイスの駆動による電池セルの急激な温度変化を効
果的に抑制するだけでなく、苛酷な条件で電池セルの最適な作動温度範囲に調節できるこ
とから、電池セルの寿命と安全性を向上させる効果があることを確認して、本発明を完成
するに至った。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記の目的を達成するための、本発明による電池セルは、正極と負極との間に分離膜が
介在している構造の電極アセンブリが電極アセンブリの収納部に装着されており、収納部
の外周辺に熱融着によるシーリング部が形成されている板状型の電池セルであって、
【００１６】
　前記シーリング部のうち電極端子の位置するシーリング部に隣接した側辺シーリング部
は、電池ケースの収納部側に折曲げられた状態で収納部の外面に密着しており；
【００１７】
　前記側辺シーリング部の表面または収納部と折曲げられた側辺シーリング部との間の余
剰空間には、熱的変化に対応して相転移するＰＣＭ（ｐｈａｓｅ　ｃｈａｎｇｅ　ｍａｔ
ｅｒｉａｌ）が付加されている構造に構成されている。
【００１８】
　この時、ＰＣＭは、所定の温度で相変換が起こる物質であって、詳しくは、固状から液
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状、または液状から固状への相変換が起こる相変換時に高い潜熱を有する物質であっても
よい。また、前記相変換が起こる所定の温度は、電池セルの最適な作動温度範囲の上限値
に近接した温度で電池の性能乃至寿命を低下させたり安全性を脅かす温度までの範囲で摂
氏２５度～１２０度であってもよく、より詳しくは、２５度～５０度であってもよい。
【００１９】
　つまり、前記ＰＣＭは、充電または放電する電池セルの収納部と熱接触して、電池セル
から発生する熱の少なくとも一部を吸収したり、またはＰＣＭに蓄積された熱の少なくと
も一部を電池セルに放出して電池セルの温度を一定の水準に維持させることができる。
【００２０】
　したがって、本発明による電池セルは、側面シーリング部の表面または収納部と折曲げ
られたシーリング部との間の余剰空間に、熱的変化に対応して相転移するＰＣＭが付加さ
れることによって、デバイスの駆動による電池セルの急激な温度変化を効果的に抑制する
だけでなく、苛酷な条件で電池セルの最適な作動温度範囲に調節できることから、電池セ
ルの寿命と安全性を向上させる効果を提供する。
【００２１】
　一具体例において、前記側辺シーリング部は、収納部の外面に密着するようにシーリン
グ部の一部が折曲げられた少なくとも１つの折曲部を含んでいる構造であってもよい。
【００２２】
　他の具体例において、前記側辺シーリング部それぞれは、板状型電池セルの両面のうち
一面が地面に平行な状態で、収納部に隣接した部位で垂直上向き折曲げられた第１折曲部
と、前記第１折曲部に対向する部位で垂直下向き折曲げられた第２折曲部とを含んでおり
、側辺シーリング部の外周端部が折曲げられた側辺シーリング部と収納部との間に位置す
る二重折曲構造を有することができる。
【００２３】
　このような二重折曲構造は、側辺シーリング部の収納部から離隔している外周端部部位
を収納部側に折曲げて第２折曲部を形成した後、側辺シーリング部の収納部に隣接した部
位を上向き折曲げて第１折曲部を形成することによって達成できる。
【００２４】
　このような構造は、全般的な電池セルの面積および体積を低減してこれを含む電池パッ
クのエネルギー密度を向上させるため、高出力大容量を必要とする中大型電池パックに好
ましく適用可能である。
【００２５】
　一方、本発明では、ＰＣＭが第１折曲部と第２折曲部によって内側折曲面をなす側辺シ
ーリング部の表面にコーティングされる形態で付加できることから、先に説明したように
、側辺シーリング部が収納部の外面に密着するように折曲げられた構造により、電池セル
の収納部で発生した熱の少なくとも一部を吸収したり、ＰＣＭで蓄積された熱の少なくと
も一部を電池セルの収納部に放出して電池セルの温度を一定の水準に維持させることがで
きる。
【００２６】
　一具体例において、前記ＰＣＭは、第１折曲部および第２折曲部の形成前に、側辺シー
リング部の当該表面にコーティングされる形態で付加される。
【００２７】
　他の具体例において、前記ＰＣＭは、内側折曲面中における第１折曲部および第２折曲
部の折曲部位を除いた部位で、側辺シーリング部の表面にコーティングされる形態で付加
される。
【００２８】
　一方、一般に、電池セルの全般的な体積を低減するために、側辺シーリング部を電池ケ
ースの収納部方向に折曲げて収納部の外面に密着する構造では、所定の大きさを有する余
剰空間が形成される。
【００２９】
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　したがって、本発明では、側辺シーリング部の表面にＰＣＭをコーティングする形態だ
けでなく、二重折曲構造によって側辺シーリング部に形成された折曲余剰空間に対応する
大きさのＰＣＭ部材が折曲余剰空間に挿入されている構造に構成される。
【００３０】
　前記構造において、ＰＣＭ部材は、折曲余剰空間に安定的に挿入されるために、例えば
、接着剤または接着テープを用いて折曲余剰空間上に固定する構造に構成される。
【００３１】
　また、先に説明したように、前記折曲余剰空間は、二重折曲構造によって形成されるの
で、前記折曲余剰空間またはＰＣＭ部材は、垂直断面上で三角形形状であってもよいが、
この形状に制限されるわけではない。
【００３２】
　一具体例において、前記折曲余剰空間またはＰＣＭ部材は、横の長さが０．３ｍｍ～１
．０ｍｍの範囲であり、縦の長さが０．５ｍｍ～１．５ｍｍの範囲であってもよいし、よ
り具体的には、前記折曲余剰空間またはＰＣＭ部材は、横の長さが０．３ｍｍであり、縦
の長さが１．０ｍｍであってもよい。
【００３３】
　本発明で使用されるＰＣＭは、その物質が限定されず、単一化合物、混合物、または複
合体などであってもよいし、これら物質の相変換は、前記所定の温度で物理的に相変換す
る場合だけでなく、２つまたはそれ以上の物質の混合物が前記所定の温度で可逆的な物理
的または化学的反応によって相変換する場合も含むことができる。
【００３４】
　具体的には、前記ＰＣＭは、有機物系ＰＣＭ、無機物系ＰＣＭ、およびパラフィン系Ｐ
ＣＭからなる群より選択される１種以上であってもよい。
【００３５】
　この時、前記有機物系ＰＣＭは、例えば、炭素数１１～５０のアルカン（ａｌｋａｎｅ
）、ペンタエリスリトール、ポリエチレン、アセトアミド、プロピルアミド、ナフタレン
、ステアリン酸、ポリグリコールＥ６０００、ワックス、３－ヘプタデカノン、シアナミ
ド、ｄ－乳酸、グリセロール、酢酸、エチレンジアミン、およびポリグリコールＥ４００
からなる群より選択される１種以上であってもよい。
【００３６】
　また、前記無機物系ＰＣＭは、例えば、ＭｇＣｌ２・６Ｈ２Ｏ、Ａｌ２（ＳＯ４）３・
１０Ｈ２Ｏ、ＮＨ４Ａｌ（ＳＯ４）２・１２Ｈ２Ｏ、ＫＡｌ（ＳＯ４）２・１２Ｈ２Ｏ、
Ｍｇ（ＳＯ３）２・６Ｈ２Ｏ、ＳｒＢｒ２・６Ｈ２Ｏ、Ｓｒ（ＯＨ）２・８Ｈ２Ｏ、Ｂａ
（ＯＨ）２・８Ｈ２Ｏ、Ａｌ（ＮＯ３）２・９Ｈ２Ｏ、Ｆｅ（ＮＯ３）２・６Ｈ２Ｏ、Ｎ
ａＣＨ２Ｓ２Ｏ２・５Ｈ２Ｏ、Ｎｉ（ＮＯ３）２・６Ｈ２Ｏ、Ｎａ２Ｓ２Ｏ２・５Ｈ２Ｏ
、ＺｎＳＯ４・７Ｈ２Ｏ、ＣａＢｒ２・６Ｈ２Ｏ、Ｚｎ（ＮＯ３）２・６Ｈ２Ｏ、Ｎａ２

ＨＰＯ４・１２Ｈ２Ｏ、Ｎａ２ＣＯ３・１０Ｈ２Ｏ、Ｎａ２ＳＯ４・１０Ｈ２Ｏ、ＬｉＮ
Ｏ２・３Ｈ２Ｏ、およびＣａＣｌ２・６Ｈ２Ｏからなる群より選択される１種以上であっ
てもよく、前記パラフィン系ＰＣＭは、例えば、Ｃ１２Ｈ２６、Ｃ１４Ｈ３０、Ｃ１６Ｈ

３４、Ｃ１８Ｈ３８、Ｃ１９Ｈ４０、Ｃ２０Ｈ４２、Ｃ２１Ｈ４４、Ｃ２２Ｈ４６、Ｃ２

４Ｈ５０、Ｃ２６Ｈ５４、Ｃ２７Ｈ５６、Ｃ２８Ｈ５８、およびＣ３０Ｈ６２からなる群
より選択される１種以上であってもよい。
【００３７】
　参照として、前記電池セルは、リチウムイオン電池セルまたはリチウムイオンポリマー
電池セルであってもよいし、前記電池セルは、正極、負極、分離膜、およびリチウム塩含
有非水電解液から構成される。
【００３８】
　前記正極は、例えば、正極集電体上に正極活物質、導電剤、およびバインダーの混合物
を塗布した後、乾燥して製造され、必要に応じては、前記混合物に充填剤をさらに添加し
たりする。
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【００３９】
　前記正極活物質は、リチウムコバルト酸化物（ＬｉＣｏＯ２）、リチウムニッケル酸化
物（ＬｉＮｉＯ２）などの層状化合物や、１またはそれ以上の遷移金属で置換された化合
物；化学式Ｌｉ１＋ｘＭｎ２－ｘＯ４（ここで、ｘは０～０．３３である）、ＬｉＭｎＯ

３、ＬｉＭｎ２Ｏ３、ＬｉＭｎＯ２などのリチウムマンガン酸化物；リチウム銅酸化物（
Ｌｉ２ＣｕＯ２）；ＬｉＶ３Ｏ８、ＬｉＦｅ３Ｏ４、Ｖ２Ｏ５、Ｃｕ２Ｖ２Ｏ７などのバ
ナジウム酸化物；化学式ＬｉＮｉ１－ｘＭｘＯ２（ここで、Ｍ＝Ｃｏ、Ｍｎ、Ａｌ、Ｃｕ
、Ｆｅ、Ｍｇ、Ｂ、またはＧａであり、ｘ＝０．０１～０．３である）で表現されるＮｉ
サイト型リチウムニッケル酸化物；化学式ＬｉＭｎ２－ｘＭｘＯ２（ここで、Ｍ＝Ｃｏ、
Ｎｉ、Ｆｅ、Ｃｒ、Ｚｎ、またはＴａであり、ｘ＝０．０１～０．１である）またはＬｉ

２Ｍｎ３ＭＯ８（ここで、Ｍ＝Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、またはＺｎである）で表現され
るリチウムマンガン複合酸化物；化学式のＬｉの一部がアルカリ土金属イオンで置換され
たＬｉＭｎ２Ｏ４；ジスルフィド化合物；Ｆｅ２（ＭｏＯ４）３などが挙げられるが、こ
れらにのみ限定されるものではない。
【００４０】
　前記導電剤は、通常、正極活物質を含む混合物の全体重量を基準として１～３０重量％
添加される。このような導電剤は、当該電池に化学的変化を誘発することなく導電性を有
するものであれば特に制限されるわけではなく、例えば、天然黒鉛や人造黒鉛などの黒鉛
；カーボンブラック、アセチレンブラック、ケッチェンブラック、チャンネルブラック、
ファーネスブラック、ランプブラック、サーマルブラックなどのカーボンブラック；炭素
繊維や金属繊維などの導電性繊維；フッ化カーボン、アルミニウム、ニッケル粉末などの
金属粉末；酸化亜鉛、チタン酸カリウムなどの導電性ウィスキー；酸化チタンなどの導電
性金属酸化物；ポリフェニレン誘導体などの導電性素材などが使用できる。
【００４１】
　前記バインダーは、活物質と導電剤などの結合と集電体に対する結合に役立つ成分であ
って、通常、正極活物質を含む混合物の全体重量を基準として１～３０重量％添加される
。このようなバインダーの例としては、ポリフッ化ビニリデン、ポリビニルアルコール、
カルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ）、デンプン、ヒドロキシプロピルセルロース、再
生セルロース、ポリビニルピロリドン、テトラフルオロエチレン、ポリエチレン、ポリプ
ロピレン、エチレン－プロピレン－ジエンターポリマー（ＥＰＤＭ）、スルホン化ＥＰＤ
Ｍ、スチレンブチレンゴム、フッ素ゴム、多様な共重合体などが挙げられる。
【００４２】
　前記充填剤は、正極の膨張を抑制する成分として選択的に使用され、当該電池に化学的
変化を誘発することなく繊維状材料であれば特に制限されるわけではなく、例えば、ポリ
エチレン、ポリプロピレンなどのオレフィン系重合体；ガラス繊維、炭素繊維などの繊維
状物質が使用される。
【００４３】
　前記負極は、負極集電体上に負極活物質を塗布、乾燥して作製され、必要に応じて、先
に説明したような成分が選択的にさらに含まれてもよい。
【００４４】
　前記負極活物質としては、例えば、難黒鉛化炭素、黒鉛系炭素などの炭素；ＬｉｘＦｅ

２Ｏ３（０≦ｘ≦１）、ＬｉｘＷＯ２（０≦ｘ≦１）、ＳｎｘＭｅ１－ｘＭｅ’ｙＯｚ（
Ｍｅ：Ｍｎ、Ｆｅ、Ｐｂ、Ｇｅ；Ｍｅ’：Ａｌ、Ｂ、Ｐ、Ｓｉ、周期律表の１族、２族、
３族元素、ハロゲン；０＜ｘ≦１；１≦ｙ≦３；１≦ｚ≦８）などの金属複合酸化物；リ
チウム金属；リチウム合金；ケイ素系合金；スズ系合金；ＳｎＯ、ＳｎＯ２、ＰｂＯ、Ｐ
ｂＯ２、Ｐｂ２Ｏ３、Ｐｂ３Ｏ４、Ｓｂ２Ｏ３、Ｓｂ２Ｏ４、Ｓｂ２Ｏ５、ＧｅＯ、Ｇｅ
Ｏ２、Ｂｉ２Ｏ３、Ｂｉ２Ｏ４、およびＢｉ２Ｏ５などの金属酸化物；ポリアセチレンな
どの導電性高分子；Ｌｉ－Ｃｏ－Ｎｉ系材料などを使用することができる。
【００４５】
　前記分離膜は、正極と負極との間に介在し、高いイオン透過度と機械的強度を有する絶
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縁性の薄い薄膜が使用される。分離膜の気孔径は、一般に０．０１～１０μｍであり、厚
さは、一般に５～３００μｍである。このような分離膜としては、例えば、耐薬品性およ
び疎水性のポリプロピレンなどのオレフィン系ポリマー；ガラス繊維またはポリエチレン
などで作られたシートや不織布などが使用される。電解質としてポリマーなどの固体電解
質が使用される場合には、固体電解質が分離膜を兼ねることもできる。
【００４６】
　リチウム塩含有非水系電解液は、極性有機電解液とリチウム塩とからなる。電解液とし
ては、非水系液状電解液、有機固体電解質、無機固体電解質などが使用される。
【００４７】
　前記非水系液状電解液としては、例えば、Ｎ－メチル－２－ピロリジノン、プロピレン
カーボネート、エチレンカーボネート、ブチレンカーボネート、ジメチルカーボネート、
ジエチルカーボネート、ガンマ－ブチロラクトン、１，２－ジメトキシエタン、テトラヒ
ドロキシフラン（ｆｒａｎｃ）、２－メチルテトラヒドロフラン、ジメチルスルホキシド
、１，３－ジオキソラン、ホルムアミド、ジメチルホルムアミド、ジオキソラン、アセト
ニトリル、ニトロメタン、ギ酸メチル、酢酸メチル、リン酸トリエステル、トリメトキシ
メタン、ジオキソラン誘導体、スルホラン、メチルスルホラン、１，３－ジメチル－２－
イミダゾリジノン、プロピレンカーボネート誘導体、テトラヒドロフラン誘導体、エーテ
ル、プロピオン酸メチル、プロピオン酸エチルなどの非プロトン性有機溶媒が使用できる
。
【００４８】
　前記有機固体電解質としては、例えば、ポリエチレン誘導体、ポリエチレンオキシド誘
導体、ポリプロピレンオキシド誘導体、リン酸エステルポリマー、ポリアジテーションリ
シン（ａｇｉｔａｔｉｏｎ　ｌｙｓｉｎｅ）、ポリエステルスルフィド、ポリビニルアル
コール、ポリフッ化ビニリデン、イオン性解離基を含む重合体などが使用できる。
【００４９】
　前記無機固体電解質としては、例えば、Ｌｉ３Ｎ、ＬｉＩ、Ｌｉ５ＮＩ２、Ｌｉ３Ｎ－
ＬｉＩ－ＬｉＯＨ、ＬｉＳｉＯ４、ＬｉＳｉＯ４－ＬｉＩ－ＬｉＯＨ、Ｌｉ２ＳｉＳ３、
Ｌｉ４ＳｉＯ４、Ｌｉ４ＳｉＯ４－ＬｉＩ－ＬｉＯＨ、Ｌｉ３ＰＯ４－Ｌｉ２Ｓ－ＳｉＳ

２などのＬｉの窒化物、ハロゲン化物、硫酸塩などが使用できる。
【００５０】
　前記リチウム塩は、前記非水系電解質に溶解しやすい物質であって、例えば、ＬｉＣｌ
、ＬｉＢｒ、ＬｉＩ、ＬｉＣｌＯ４、ＬｉＢＦ４、ＬｉＢ１０Ｃｌ１０、ＬｉＰＦ６、Ｌ
ｉＣＦ３ＳＯ３、ＬｉＣＦ３ＣＯ２、ＬｉＡｓＦ６、ＬｉＳｂＦ６、ＬｉＡｌＣｌ４、Ｃ
Ｈ３ＳＯ３Ｌｉ、ＣＦ３ＳＯ３Ｌｉ、（ＣＦ３ＳＯ２）２ＮＬｉ、クロロボランリチウム
、低級脂肪族カルボン酸リチウム、４フェニルホウ酸リチウム、イミドなどが使用できる
。
【００５１】
　また、非水系電解液には、充放電特性、難燃性などの改善を目的として、例えば、ピリ
ジン、トリエチルホスファイト、トリエタノールアミン、環状エーテル、エチレンジアミ
ン、ｎ－グリム（ｇｌｙｍｅ）、ヘキサリン酸トリアミド、ニトロベンゼン誘導体、硫黄
、キノンイミン染料、Ｎ－置換オキサゾリジノン、Ｎ，Ｎ－置換イミダゾリジン、エチレ
ングリコールジアルキルエーテル、アンモニウム塩、ピロール、２－メトキシエタノール
、三塩化アルミニウムなどが添加されてもよい。場合によっては、不燃性を付与するため
に、四塩化炭素、三フッ化エチレンなどのハロゲン含有溶媒をさらに含ませてもよく、高
温保存特性を向上させるために、二酸化炭酸ガスをさらに含ませてもよい。
【００５２】
　本発明はさらに、前記電池セルを１つ以上含んでいる電池パックを提供し、前記電池パ
ックを電源として用いるデバイスを提供する。
【００５３】
　前記デバイスは、ノートパソコン、ネットブック、タブレットＰＣ、携帯電話、ＭＰ３
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、ウェアラブル電子機器、パワーツール（ｐｏｗｅｒ　ｔｏｏｌ）、電気自動車（Ｅｌｅ
ｃｔｒｉｃ　Ｖｅｈｉｃｌｅ、ＥＶ）、ハイブリッド電気自動車（Ｈｙｂｒｉｄ　Ｅｌｅ
ｃｔｒｉｃ　Ｖｅｈｉｃｌｅ、ＨＥＶ）、プラグインハイブリッド電気自動車（Ｐｌｕｇ
－ｉｎ　Ｈｙｂｒｉｄ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｖｅｈｉｃｌｅ、ＰＨＥＶ）、電気自転車（
Ｅ－ｂｉｋｅ）、電気スクーター（Ｅ－ｓｃｏｏｔｅｒ）、電気ゴルフカート（ｅｌｅｃ
ｔｒｉｃ　ｇｏｌｆ　ｃａｒｔ）、または電力貯蔵用システムであってもよいが、これら
にのみ限定されないことはもちろんである。
【００５４】
　これらデバイスの構造およびその作製方法は当業界で公知であるので、本明細書ではそ
れに関する詳細な説明は省略する。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の一実施例による電池セルにおける側辺シーリング部の折曲げられる構造
を示す断面図。
【図２】図１の電池セルにおける側辺シーリング部にＰＣＭの付加される過程を示す模式
図。
【図３】本発明の他の実施例による電池セルにおける側辺シーリング部の折曲げられる構
造を示す断面図。
【図４】図３の電池セルにおける側辺シーリング部にＰＣＭの付加される過程を示す模式
図。
【図５】本発明のさらに他の実施例による電池セルにおける側辺シーリング部の折曲げら
れる構造を示す断面図。
【図６】図５の電池セルのＡ部位に対する拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００５６】
　以下、本発明の実施例による図面を参照して説明するが、これは、本発明のさらに容易
な理解のためのものであって、本発明の範疇がそれによって限定されるものではない。
【００５７】
　図１には、本発明の一実施例による電池セルにおける側辺シーリング部の折曲げられる
構造を示す断面図が模式的に示されており、図２には、図１の電池セルにおける側辺シー
リング部にＰＣＭの付加される過程を示す模式図が示されている。
【００５８】
　まず、図１を参照すれば、本発明による電池セル１００は、正極と負極との間に分離膜
が介在している構造の電極アセンブリ（図示せず）が電池ケース１１０の収納部１２０に
装着されており、収納部１２０の外周辺には、熱融着による側辺シーリング部１３１、１
３２が形成されている。
【００５９】
　側辺シーリング部１３１、１３２は、電池ケース１１０の収納部１２０側に折曲げられ
た状態で収納部１２０の外面に密着している構造に構成され、側辺シーリング部１３１、
１３２の表面には、熱的変化に対応して相転移するＰＣＭ１４１、１４２がコーティング
されている構造に構成される。
【００６０】
　次に、図２を図１とともに参照すれば、側辺シーリング部１３１、１３２は、電池セル
１００の両面のうち一面が地面に平行な状態で、収納部１２０に隣接した部位で垂直上向
き折曲げられた折曲部１５１、１５２を含んでおり、前記折曲部１５１、１５２によって
内側折曲面をなす側辺シーリング部１３１、１３２の表面にＰＣＭ１４１、１４２がコー
ティングされる構造であって、折曲部１５１、１５２を形成する前に、ＰＣＭ１４１、１
４２がコーティングされ、この後、側辺シーリング部１３１、１３２の収納部１２０に隣
接した部位を上向き折曲げて電池ケース１１０の収納部１２０の外面に密着する構造に電
池セル１００を完成する。
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【００６１】
　図３には、本発明の他の実施例による電池セルにおける側辺シーリング部の折曲げられ
る構造を示す断面図が模式的に示されており、図４には、図３の電池セルにおける側辺シ
ーリング部にＰＣＭの付加される過程を示す模式図が示されている。
【００６２】
　まず、図３を参照すれば、電池セル２００は、正極と負極との間に分離膜が介在してい
る構造の電極アセンブリ（図示せず）が電池ケース２１０の収納部２２０に装着されてお
り、収納部２２０の外周辺には、熱融着による側辺シーリング部２３１、２３２が形成さ
れている。
【００６３】
　この時、側辺シーリング部２３１、２３２は、電池ケース２１０の収納部２２０側に折
曲げられた状態で収納部２２０の外面に密着している構造に構成され、側辺シーリング部
２３１、２３２の表面には、熱的変化に対応して相転移するＰＣＭ２４１、２４２がコー
ティングされている構造に構成される。
【００６４】
　次に、図４を図３とともに参照すれば、側辺シーリング部２３１、２３２は、電池セル
２００の両面のうち一面が地面に平行な状態で、収納部２２０に隣接した部位で垂直上向
き折曲げられた第１折曲部２５１、２５２と、第１折曲部２５１、２５２に対向する部位
で垂直下向き折曲げられた第２折曲部２５３、２５４とを含んでおり、側辺シーリング部
２３１、２３２の外周端部が折曲げられた側辺シーリング部２３１、２３２と収納部２２
０との間に位置する二重折曲構造に構成される。
【００６５】
　前記構造は、具体的には、第１折曲部２５１、２５２と第２折曲部２５３、２５４によ
って内側折曲面をなす側辺シーリング部２３１、２３２の表面でＰＣＭ２４１、２４２が
コーティングされる構造であって、第１折曲部２５１、２５２および第２折曲部２５３、
２５４の形成前に、第１折曲部２５１、２５２および第２折曲部２５３、２５４の折曲部
位を除いた側辺シーリング部２３１、２３２の当該表面にＰＣＭ２４１、２４２がコーテ
ィングされ、この後、側辺シーリング部２３１、２３２の収納部２２０から離隔している
外周端部部位を収納部２２０側に折曲げて第２折曲部２５３、２５４を形成した後、側辺
シーリング部２３１、２３２の収納部２２０に隣接した部位を上向き折曲げて第１折曲部
２５１、２５２を形成することによって、電池セル２００を完成する。
【００６６】
　図５には、本発明のさらに他の実施例による電池セルにおける側辺シーリング部の折曲
げられる構造を示す断面図が模式的に示されており、図６には、図５の電池セルのＡ部位
に対する拡大図が示されている。
【００６７】
　まず、図５を参照すれば、図３で説明した構造と類似に、電池セル３００は、正極と負
極との間に分離膜が介在している構造の電極アセンブリ（図示せず）が電池ケース３１０
の収納部３２０に装着されており、収納部３２０の外周辺には、熱融着による側辺シーリ
ング部３３１、３３２が形成されている。
【００６８】
　この時、側辺シーリング部３３１、３３２は、電池ケース３１０の収納部3２０側に折
曲げられた状態で収納部３２０の外面に密着している構造に構成され、収納部３２０と側
辺シーリング部３３１、３３２との間にＰＣＭ部材３６１、３６２が挿入されている構造
に構成される。
【００６９】
　次に、図６を図５とともに参照すれば、側辺シーリング部３３１、３３２の外周端部が
折曲げられた側辺シーリング部３３１、３３２と収納部３２０との間に位置する二重折曲
構造に構成され、このような二重折曲構造によって、側辺シーリング部３３１、３３２と
収納部３２０との間には折曲余剰空間が形成され、前記折曲余剰空間に対応する大きさの
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ＰＣＭ部材３６１、３６２が折曲余剰空間に挿入される構造に構成される。
【００７０】
　前記構造は、具体的には、二重折曲構造によって形成された折曲余剰空間が、電池セル
３００の大きさによって、大まかに横の長さが０．３ｍｍ～１．０ｍｍの範囲、縦の長さ
が０．５ｍｍ～１．５ｍｍの範囲に形成され、ＰＣＭ部材３６１、３６２も、それぞれ折
曲余剰空間に対応する大きさとして前記範囲の大きさを有する。
【００７１】
　ＰＣＭ部材３６１、３６２は、折曲余剰空間が形成される前に、側辺シーリング部３３
１、３３２の表面に接着剤または接着テープによって固定させた状態で付加することがで
き、二重折曲げられた後に、垂直断面上で三角形形状などの折曲余剰空間の形状に応じて
多様な形状に形成される。
【００７２】
　したがって、図１～図６に開示されているように、側面シーリング部の表面または収納
部と折曲げられたシーリング部との間の余剰空間に、熱的変化に対応して相転移するＰＣ
Ｍを付加することによって、デバイスの駆動による電池セルの急激な温度変化を効果的に
抑制するだけでなく、苛酷な条件で電池セルの最適な作動温度範囲に調節できることから
、電池セルの寿命と安全性を向上させる効果を提供することができる。
【００７３】
　本発明の属する分野における通常の知識を有する者であれば、上記の内容に基づいて本
発明の範疇内で多様な応用および変形を行うことが可能であろう。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　以上説明したように、本発明による電池セルは、側面シーリング部の表面または収納部
と折曲げられたシーリング部との間の余剰空間に、熱的変化に対応して相転移するＰＣＭ
が付加することによって、デバイスの駆動による電池セルの急激な温度変化を効果的に抑
制するだけでなく、苛酷な条件で電池セルの最適な作動温度範囲に調節できることから、
電池セルの寿命と安全性を向上させる効果を提供することができる。
【符号の説明】
【００７５】
　　１００　電池セル
　　１１０　電池ケース
　　１２０　収納部
　　１３１　側辺シーリング部
　　１３２　側辺シーリング部
　　１５１　折曲部
　　１５２　折曲部
　　２００　電池セル
　　２１０　電池ケース
　　２２０　収納部
　　２３１　側辺シーリング部
　　２３２　側辺シーリング部
　　２５１　第１折曲部
　　２５２　第１折曲部
　　２５３　第２折曲部
　　２５４　第２折曲部
　　３００　電池セル
　　３１０　電池ケース
　　３２０　収納部
　　３３１　側辺シーリング部
　　３３２　側辺シーリング部
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　　３６１　ＰＣＭ部材
　　３６２　ＰＣＭ部材

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】
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